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1. 背景と課題認識
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1.背景と課題認識

国連持続可能な開発目標

2015年に国連で採択された地

球規模の持続可能な開発の青写

真であり、地球が直面する環境

、社会、経済の課題を解決する

ことを目的とする。

17の目標、169以上の
具体的な指標

貧困の撲滅から気候変動対策、

質の高い教育から持続可能な都

市まで、人間の発展のあらゆる

側面を網羅する。

大学と社会はどのように関与するか

教育、研究、社会参加、キャンパス運営を通じて、大学はSDGsの推進

において重要な役割を果たす。



2. SDGsと高等教育の責任
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2.SDGsと高等教育の責任

教育

社会
貢献

研究



2.SDGsと高等教育の責任

教育部の「高等教育深化計画」と「USR政策」との連動
大学が地域創生と国際的社会責任の両立を目指す



3. 東呉大学のSDGs推進体制
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1.永續大學 2.校務治理 3.校園營運 4.人才培育 5.環境永續 6.社會共融 7.附錄

1-1關於東吳 1-2組織與概況 1-3校務發展與永續實踐 1-4利害關係人溝通 1-5重大主題鑑別
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1970-1999
理学部、外国語文学部を設立2000

組織規程に基づき、
校名を「私立東呉大
学」から「東呉大学」
へと変更

2015
ビッグデータ
管理学院を設
立

2024-
• 「社会科学分野重点育成プ
ログラム」に採択

• 教育部のAI大学連盟、未来
大学プログラムに加入

1900
中国の高等教育史
上で最も早く設立
された西洋式大学

1951
理事会を組織
し、東呉補習
学校を設立

1954
教育部の認可を受けて
法学院を復興し、台湾
初の私立大学となる

1969
教育部の認可を受けて大
学制度を復興し、文学部
・法学部・商学部を設置、
「私立東呉大学」として
正式に設立

2017-2023
• AACSB認証を取得し、バイ
リンガル重点育成学院に選定
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3.東呉大学のSDGs推進体制



4.4つの主要な実践領域
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4.4つの主要な実践領域

社会的責任の持続可能性

社会の公平性、教育の平等、地域社会

の発展に焦点を当てる

生態環境の持続可能性

キャンパスの環境保護、省エネと炭素

削減、生態系の保全を推進する

経済発展の持続可能性

人材育成、イノベーション促進、責任

ある消費

グローバルパートナー
シップの持続可能性

国際協力ネットワークを構築し、地球

規模の課題を共同で解決する



4.4つの主要な実践領域

学生
の保
護者

教職員

在学
学生

政府
機関

企業
組織

卒業生
地域
住民

サステナブルキャンパス推進委員会
SDGs推進のための学内統合メカニズム

ステークホルダー

サステナブル

キャンパス推

進委員会

総合業務企画部門

教育・人材育成部門

国際交流・課題連携部門

活動・サービス推進部門

キャンパス環境開発部門

法規研究・政策提言部門

省エネ・経済効果研究部門

成果・広報プロモーション部門

人文的ケア実践部門



5. キャンパスにおける特徴的な取り組み
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5.キャンパスにおける特徴的な取り組み（1） SDG4 質の高い教育と革新的な学び

学際型学士プログラム
学際的な履修プログラムを開設
SDGs関連科目の導入

112学年度における本学のカリキュラムのSDGs対応状況



5.キャンパスにおける特徴的な取り組み（ 2 ）

SDG5 ジェンダー平等とインクルーシブ・キャンパス

月経の貧困解消啓発ポスター

授乳・搾乳室の設備



5.キャンパスにおける特徴的な取り組み（ 3 ）

SDG11 持続可能な地域づくり

士林・北投地域のUSR活動
地域創生と文化継承への貢献
地域社会との協働成果



SDG13 気候変動対策 × 低炭素キャンパス

省エネルギー

TCFD(気候関連財務情報開示)、ISO 

50001 認証を通じて、キャンパスのエネ

ルギー使用効率の向上を実現

再生可能エネルギー

キャンパスのソーラーパネル設置面積を

増やし、グリーンエネルギーの使用割合

を向上

炭素排出量削減

キャンパスでの日々の省エネ・低炭素化

の小さな変化が、顕著な成果に

5.キャンパスにおける特徴的な取り組み（ 4 ）



SDG17 グローバルパートナーシップ × 国際交流

1

ACUCA(アジアキリスト教大学協会)、CSAT(台米
高等教育連盟)

本学は、国際組織やフォーラムに積極的に参加し、持続可能な

開発の経験と成果を共有している。

2
「PSBH国際問題解決松」成功事例

国際協力により、地球規模の問題を共同で解決し、学生の国際

的な視野と問題解決能力を育成する。

5.キャンパスにおける特徴的な取り組み（ 5 ）



後半：今後の発展と展望
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短期的課題（1～2年以内）（ 1/3）

エネルギーと設備の改善

老朽化した水道設備や空
調などを継続的に更新し、
キャンパスの省エネ効率
を向上させる。



短期的課題（1～2年以内）（ 2/3）

サステナブル教育の深化

すでに開講されている3,800科目以上のSDGs関連科目を基盤とし、学生
の「サステナビリティ・リテラシー」および「分野横断的な実践力」
を強化し、科目名だけにとどまらない実質的な学びを実現する。

113学年度における本学の共通教育科目および全学選択科目のSDGs指標別科目数の分布



短期的課題（1～2年以内）（ 3/3）

カーボンフットプリントの制度化

自主的な温室効果ガス排出量の算定は完了しているが、学内のデータ
収集と透明性をさらに強化し、毎年の排出報告書の定期的な発行を推
進する必要がある。



中期的課題（3～5年以内）（ 1/4）

再生可能エネルギーの拡充

現在の太陽光発電の規模は限られており、自家消費率のさら
なる向上が必要。加えて、他の再生可能エネルギーの可能性
も探る。



中期的課題（3～5年以内）（ 2/4）

USRと地域連携の深化

単発的なイベントにとどま
らず、特に高齢者福祉、都
市・農村の持続可能性、文
化保存などのテーマで、長
期的な協力体制の構築が求
められる。



中期的課題（3～5年以内）（ 3/4）

国際交流とグローバルな認知度の向上

現在の国際交流活動の規模と深さを強化し、
「サステナブル・ブランド」としてのイメ
ージを高め、さらなる国際共同プロジェク
トを獲得する。



中期的課題（3～5年以内）（ 4/4）

財務の強靭性と資源配分

少子化や財政的プレッシャーに
対応するため、中長期的な財務
計画と資金調達能力の強化が必
要であり、持続可能な発展に向
けた安定的な資源投入を確保す
る。



長期的課題（5年以上）（ 1/3）

ネットゼロ・キャンパスの実現

カーボンフットプリント
と省エネの基盤の上に、
「ネットゼロ排出」の青
写真を段階的に進め、明
確な排出削減ルートを確
立する。



長期的課題（5年以上）（ 2/3）

制度的ガバナンス

サステナビリティを大学運営の中核に据え、環境・社会・ガバ
ナンス（ESG）を包含する長期的な制度を構築し、個別のプロ
ジェクトに依存しない持続的な推進を図る。



長期的課題（5年以上）（ 3/3）

地域と国際の二重軸による影響力

モデルケースを確立し、
地域社会との共生を実現
すると同時に、国際社会
において東呉大学の特色
を発信し、「サステナブ
ル大学」としての地位を
高める。



まとめ
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短期的には「内部改善とデータ基盤整備」に集中し、
中期的には「エネルギー循環の拡充と社会連携の深化」、
長期的には「ネットゼロと国際的影響力の確立」を柱とし、
東呉大学の持続可能な競争力を段階的に構築していく。



ご清聴ありがとうございました


